
講師のプロフィール】

　1998年に広島大学医学部を卒業。大学病院で臨床研修を行なった後、大学院でうつ病の脳機能画像研
究に従事。大学院を卒業後は、大学病院や関連病院での勤務を経て、2011年からは２年間ミシガン大学
精神医学講座へ留学し、ストレス関連性精神疾患の病態解明を目指した研究に従事。 2013年から広島
大学に帰任し、精神科の診療と教育の傍ら、うつ病や双極性障害の病態解明とより有効な診断・治療法
の開発を目指した研究に取り組まれています。2025年4月より現職

【主催・お問合せ先】

うつや不安といったメンタル不調は、身体症状や行動の変化として職
場でみられることがあります。本講義では、精神疾患の基礎的な理解
を踏まえ、職場で見逃されやすい変化にどのように気づき、どのよう
に対応し、医療と連携するかという視点から解説します。

広島産保


